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～大学院生の実習～ 

現在、長崎大学教育学部の大学院にはいくつかのコースがありますが、今年から「管理職

養成コース」というコースに 10名の院生が入学し、日々、研修や実習に励んでいます。 

このコースには、長崎県内の小中学校や高校から現役の教師が入学してきています。全

員が、現場の教師なのです。 

事後報告になってしまいましたが、先週の水曜日と木曜日に 2名が、そして今週は昨日と

本日、別の 2名が実習に来ました。朝の登園時に、私と一緒に坂道あたりで皆さんに挨拶を

していた男性がそうです。 

実習生(院生)の計 4名は、本園での実習をとても楽しみに来ていました。初めての幼稚園

でしたから、午後の協議会では私に対して色々と質問があり、関心の高さを感じました。 

2日間の実習のうち、1日目は主に観察を、そして 2日目には子どもと関わってもらいまし

た。子どもたちも、女性ではなく、ちょっと年上の「おじさん」たちに戸惑いながらも楽しく遊んで

いました。 

幼稚園での教育の実際を肌で感じてもらい、現場に帰ったときに、それぞれの学校でこの

経験を生かして仕事に励んでもらえたら、と思います。 

 

～避難訓練(大雨・洪水対応)～ 

5日(木)に避難訓練を行いました。今回は、大雨や洪水への対応の避難訓練で、いつもと

違うのは、避難場所がお隣の附属小学校だったことです。 

私の放送をよく聞き、担任の先生の指示に従って、静かに確実に避難する様子は素晴らし

かったです。8日(日)の夜から 9日(月)の朝にかけて、関東に台風が上陸しました。かなり勢

力の強い台風だったようで、被害も多く出ているようです。 

9月～10月は台風シーズンでもあります。子どもたちの命を守るため、様々な状況を考え

て、これからも避難訓練を続けていきます。 


